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Ⅰ 

野洲

65㎞

流域

だ反面

果、著

れ川と

明治以

多くの

昭和

防3ヶ

がきっ

一層高

放水路

れまし

Ⅱ 

服部

た。昭

が服部

ました

遺跡

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野洲川改修

洲川は鈴鹿山

の距離で琵琶

域に肥沃
ひ よ く

な土

面、その 急 峻
きゅうし

著しい天井川

として、「近江

以降、凄惨を

の人命や家財

和28（195

ヶ所が決壊し

っかけとなり

高まり、つい

路事業最後の

した。 

服部遺跡の

部遺跡は、野

昭和49（19

部大橋の橋脚

た。このこと

跡確認調査の

修工事 

山系を源とし

琶湖に注ぎ込

土壌と豊富な

峻
しゅん

な流れと

川と化した野

江太郎」の異

を極めた大洪

財が失われま

3）年の台風

し、3名の犠牲

り、水害のな

いに、昭和4

の事業として

の発見と調査

野洲川改修工

974）年夏、

脚工事現場で

とが遺跡発見

の結果、遺跡

し、標高差千

込む県下最長

な水をもたら

中世以降の不

洲川は、水害

異名をもつよ

洪水だけでも

した。 

風13号による

牲者が出まし

い川の実現を

46（1971）

て野洲川改修

査 

工事の最中に

、地元・中洲

で多量の弥生

見のきっかけに

の広がりは、

服部遺跡調査

千百ｍ余りを

長の河川です

し、農耕を育

不断の築堤の

害をもたらす

ようになります

も12回を数え

る洪水では、

した。このこ

を目指す機運

年、戦後五

修工事が着手

に発見されま

洲小学校の児

生土器を見つ

になりました

、野洲川工事

▲発掘調査風

査区設定図

２

を約

す。  

育ん

の結

す暴

す。

え、

堤

こと

運は

五大

手さ

まし

児童

つけ

た。 

事箇 

所だ

12

今

年の

発掘

Ⅲ

調

古墳

遺構

年７

了直

こと

そ

ら約

に全

発

なが

りで

とか

査が

風景

1 

だけでも、幅

2万㎡にも及ぶ

今から40年

の5年間にわ

掘調査が繰り

Ⅲ 調査の経緯

調査は、昭和

墳、奈良～平

構の重複が著

７月より４ヶ

直前に、更に

とが判明しま

そのことから

約1ヶ年、最終

全調査を終了

発掘調査は、

がら断続的に

で、弥生時代

から12万㎡の

が実施されま

幅200ｍ、全

ぶことが明ら

以上も前の昭

わたり、滋賀県

り広げられた

緯 

和50年４月か

平安時代の遺

著しく、作業が

ヶ月間、第２

に下層に弥生

ました。 

ら、河床掘削

終的な第３次

了しました。

改修工事を

に実施されま

代から中世の

の調査地を４

ました。 

▲予

全長600ｍ以

らかになりま

昭和50（19

県内では前例

たのです。 

から１ヶ年の

遺構、遺物が検

が捗らなかっ

次調査を実施

生時代の方形周
ほうけいし

削工事の後、

次調査が実施

 

を中断、あるい

ました。調査日

の４層の遺構面

４回、延べ4

予備調査実施風

以上、面積に

ました。 

975）年か

例のない大規

の期間で実施

検出されまし

ったため、昭

施しましたが

周溝墓群
しゅうこうぼぐん

が広

昭和53年３

施され、54年

いは工事と並

日数は1000

面が確認され

48万㎡の面積

風景（昭和 49

▲現在の野

にして

ら54

規模な

施され、

した。

和51

が、終

広がる

３月か

年３月

並行し

0日余

れたこ

積の調

年度）

野洲川 



 

Ⅳ 

１ 

服部

図のよ

り、下

遡
さかのぼ

り

最下層

代別に

２ 

弥生

す。中

かる竪
た

連綿と

琶湖の

田跡が

前期 

期の水

かに傾

徐々に

 水田

水路か

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の成果

成果の概要 

部遺跡では、

ように、上層

下層になるに

り、地表下約

層では弥生時

にその成果を

弥生時代 

生時代の生活

中期から後期

竪穴住居
てあなじゅうきょ

や環
か

と築かれてい

のほとりでい

が見つかって

地表下約2

水田跡が見つ

傾斜する低地

に微高地形と

田は、大小の

からなります

果 

 

およそ4層の

層の奈良～平安

に従って、古

約2.5～3.0ｍ

時代前期の水

をまとめてみ

活跡は、第３

期にかけて集落

環濠
かんごう

、その下層

いた方形周溝

いち早く稲作

ています。 

2.5～3.0ｍの

つかっていま

地となるＡ、

となり水田跡

の畦畔
けいはん

とそれ

す。大畦畔は

▲

▲服部遺

の生活面が残

安時代中頃の

墳時代、弥生

ｍ（海抜85

水田跡が見つか

みます。 

３次調査で検

落が営まれて

層からは中期

溝墓群と、弥生

作を始めたこ

の最下層では

す。見つかっ

Ｂ地区で、

跡の北限となり

によって区画

は幅0.8～1.5

▲西日本各地の

遺跡小区画水田

残っていました

の遺構にはじ

生時代と時代

5.5～86ｍ）

かりました。

検出されてい

ていたことが

期全般にわた

生時代前期、

ことが分かる

は、弥生時代

ったのは、緩

Ｂ地区北端

ります。 

画された水田

5ｍで、斜面や

の遠賀川式土器

田調査検出風景

３

た。

じま

代を

の

時

いま

がわ

たり

琵

る水

代前

緩や

端で

田面、

や 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地形

かり

れま

設け

路と

水口
みなく

大

１区

整備

大変

水が

小区

服

の数

れて

服

式土
し き

の労

湿地

でき

器

景

2 

形の変換点に

りでなく、農

ます。小畦畔

けられていま

と、排水路が

口
くち

や堰
せき

も備わ

大小の畦畔に

区画が約10～

備された水田

変狭いことが

がまんべんな

区画の水田に

服部遺跡で見

数倍の広さの

ています。

服部遺跡や小
お

土器
ど き

が見つか

労力をかけな

地を水田に利

きます。 

に設けられて

農道としても

畔は幅0.2～0

ます。また、

が見られます

わっています

によって区画

～200㎡の広

田が1,000㎡

がわかります

なく行き渡る

になったと考

見つかった水

の水田で稲作

小津浜遺跡
づ は ま い せ き

で

かっていて、

ないように、

利用して行わ

ていて、水量を

利用されてい

0.6ｍと狭く

水路には、用

す。これらの畦

す。 

された水田は

広さとなりま

㎡以上である

す。これは、稲

るように地形

考えられます。

水田は約18,7

作が行なわれ

では、稲作の指

最初の頃の稲

琵琶湖の湖岸

われていたと

▲水

▲服部遺跡堆

を調整するた

いたことが考

、地形に合わ

用排水を兼ね

畦畔や水路に

は260面ほど

ます。現在の

ることを考える

稲の生育に必

に合わせた結

。 

700㎡ですが

れていたと推

指標となる遠
お

稲作は灌漑に

岸近くに広が

と想像するこ

水田の発掘調査

堆積層位イメー

ためば

考えら

わせて

ねた水

には、

どで、

の圃場

ると、

必要な

結果、

が、こ

推測さ

遠賀川
お ん が が わ

に多く

がる低

ことが

査風景

ージ図



 

中期 

いる他

８万㎡

方形

画した

広がり

般にわ

大な墓

方形

墓まで

が一定

の周り

形成し

見つ

が出土

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下流側にあ

他、低地・窪

㎡に方形周溝

形周溝墓とは

た墓で、弥生

りました。服

わたって築か

墓域を形成し

形周溝墓の規

で、大きな差

定の方向で連

りに中、小規

していること

つかった方形

土しています

あたるD地区か

窪地を除く調査

溝墓群が広が

は、埋葬地の周

生時代前期に

服部遺跡の方形

かれ、その総数

していました

規模は一辺５

差があります

連なって築か

規模の方形周

とがわかりま

形周溝墓の溝

す。多くの場

から竪穴住居

査区の微高地

がっています。

周りを溝によ

近畿地方で誕

形周溝墓は弥

数は360基以

。 

５ｍ未満から

が、いくつか

かれたり、大型

溝墓が築かれ

した。 

からは、しば

合、完形ない

▲方形

居が見つかっ

地のほぼ全域

。 

よって四角く

誕生し、各地

弥生時代中期

以上を数え、

20ｍを越え

かの方形周溝

型の方形周溝

れ、グループ

ばしば供献土
き ょ う け ん

いし完形に近

形周溝墓出土木

服部遺

４

って

域約

く区

地に

期全

広

える

溝墓

溝墓

プを

土器
ん ど き

 

近い 

土器

上を

孔
あな

を

た仮

ま

世の

埋葬

基、

木棺
もっか

木

枚の

合わ

ヤマ

方

家族

形周木棺

遺跡水田跡・方

3 

器が溝底から

を数え、壷が

を空けて使え

仮器の始まり

また、服部遺

の削平によっ

葬については

通常より深

棺
かん

が見つかり

木棺は、底板

の板材をおよ

わせた箱式木

マキという樹

方形周溝墓は

族墓とされて

周溝墓に１人

方形周溝墓群検

ら出土してい

が多数を占め

えなくしたも

りと考えるこ

遺跡で見つか

って、その盛土

は詳しく知る

深く棺を納め

りました。 

板・蓋板
ふたいた

各1枚

よそ2.1ｍ×8

木棺です。棺

樹種を用いて

は複数の人を

ていますが、

人だけ埋葬し

検出平面図

います。その総

めます。出土

ものも見られ、

こともできます

った方形周溝

土を失ってい

ることはでき

めていた墓から

枚、側板
がわいた

・木
こ

80㎝×50㎝

棺には水に強く

ています。 

を埋葬する例

服部遺跡の場

した例が大半を

▲方形

総数は200個

した壷には故

、供献を目的

す。 

溝墓の大半は

います。その

ませんが、た

らは死者を葬

木口板
ぐ ち い た

各2枚、

㎝の大きさに

く腐りにくい

例が多いこと

場合は、１基

を占めます。

形周溝墓群検出

個体以

故意に

的とし

は、後

ため、

ただ1

葬った

、計6

に組み

いコウ

とから

基の方

 

出風景



 

後期 

見つか

は違っ

土器は

地から

ことが

土器

ってい

き遺物

飾り

から

㎝、櫛

います

の装飾

色鮮や

この

さして

般的に

大切な

なもの

銅鐸

㎝×1

下々塚
げ げ づ か

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期から後

かっています

って、円形の

は、鮮明な地

ら運び込まれ

がうかがえま

器以外にも多

いますが、飾

物といえます

り櫛は溝から

「竪櫛
たてぐし

」と呼

櫛歯がなくな

す。木製で、

飾の透かし彫

やかに仕上げ

の櫛は髪の毛

て髪留めのよ

にひろく使わ

な日に特別な

のだったと考

鐸鋳型は環濠

12㎝の板状で

塚遺跡
か い せ き

（野洲

後期にかけて

す。人々は古墳

の住居に住ん

地域色をもっ

れた土器が混

ます。 

多種にわたる木

飾り櫛と銅鐸鋳
ど う た く

す。 

ら土器ととも

呼ばれていま

なっています

髪に差す歯

彫りと渦巻文
うずまきもん

げています。

毛を梳
す

くとい

ように飾るア

われていたも

な人だけが髪

考えられます

濠とされる溝

で、斜格子状

洲市）や福万
ふ く ま

▲竪櫛（左は

ての集落は、B

墳時代の四角

でいました。

た在地の土器

混じり、活発な

木製品、金属

鋳型
く い が た

はこの時

に出土したも

ます。大きさ

すが、8.1㎝の

歯5本を削りだ

文を施し、赤色

 

うより、髷
まげ

の

クセサリー的

のではなく、

髪に飾ること

す。 

から出土しま

状に線条を施

万寺遺跡
ん じ い せ き

（大阪

出土状況写真

B地区を中心

角い竪穴住居

。生活に用い

器の他に、遠

な交流のあっ

属製品が見つ

時期の特筆す

もので、その

は、幅が約4

の長さが残っ

だし、左右対

色顔料を塗っ

のような髪型

的なもので、

、まつりなど

とができた貴

ました。約37

施しています

阪府）、唐古
か ら こ

） ▼銅鐸鋳型

５

心に

居と

いた

遠隔

った

つか

すべ

の形

4.5

って

対称

って

型に

一

どの

貴重

7.5

す。

古・ 

 

 

 

 

 

 

 

鍵
か

土

産

4 

型

鍵遺跡
ぎ い せ き

（奈良

土していて、

産も活発に行

▲

弥生時代中～

良県）などの遺

この時代、拠

行なわれていた

▲滋賀県でつく

～後期の集落 

遺跡でも同

拠点的な集落

たことがわか

くられた弥生土

▲竪穴住居（

▲服部遺跡

じような鋳型

落では、金属

かります。

土器（受口状口

（弥生時代中～

跡に搬入された

型が出

属器生

口縁甕）

～後期）

た土器



 

３ 

日本

世紀初

墳時代

前期 

がって

土壙
ど こ う

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古墳時代 

本各地に次々

初頭を古墳時

代前期から後

この時期の

ていて、100

集落を巡る

々と古墳が築

時代と呼んで

後期までの生

の遺構は、Ａ

0棟以上を数

る環濠、野洲川

築かれた３世

います。服部

生活跡が見つか

、Ｂ地区を中

数える竪穴住

川の洪水の痕

▲導水施設全

世紀後半から

部遺跡でも、

かっています

中心に全域に

居、多数の溝

痕跡でもある

▲古墳検出風

全体図・個別写

６

ら７

古

す。   

に広

溝、

る旧 

河道

西側

幅6

道か

した

浄水

導

検出

方形

て連

裁し

ｍの

こ

纏向
ま き む

ど、

す。

跡で

るこ

つか

導水

のよ

中～

す。

残っ

基、

果、

前後

古

～1

遺跡

長

いず風景

写真

5 

道が見つかっ

側をそれ以前

60ｍ以上、深

からは、多量

た他、一部に

水を得るため

導水施設は、

出しました。

形の杭列
くいれつ

と敷
し

連結されてい

し丁寧な加工

の木樋
も く ひ

を付設

このような古

向遺跡
む く い せ き

や南郷
なんごう

近畿地方を

聖なる水の

でも、水にま

ことができま

かっているこ

水形埴輪など

ようなものを

～後期 この

塚（古墳の

った古墳は2

四角くなる

5世紀後半～

後の間隔で築

古墳の規模は

18ｍを測り

跡の古墳は比

（戸長
こちょう

）では

ずれの古墳か

っています。

前の遺構を抉

深さ4ｍ前後

量の土器や木

に人為的な掘

めの導水施設
ど う す い し せ つ

３層からな

その構造は

敷石水路
し き い し す い ろ

とが

います。そし

工を施してい

設しています

古墳時代前～

郷大東遺跡
うおおひがしいせき

、

を中心に全国

のまつりに伴

まつわる祭祀

ます。また、

ことや導水施

どから、覆屋
おおいや

を備えていた

の頃、服部遺

の高まり）は

27基を数えま

る方墳18基の

～６世紀前半

築かれたと考

は、円墳が直

ます。巨大な

比較的小さく

はないかと考

からも死者に

このうち旧河

抉りながら流

後の規模を測

木製品、動植物

掘開や護岸工事

設
つ

等が見つか

る堆積層の上

は左図のように

が緩やかに傾

して、敷石水路

いる長さ4ｍ

す。 

～中期の導水施

大阪府の神並
かみな

国十数遺跡で

伴うものとされ

祀が執り行われ

導水施設の周

施設を象った

屋
や

、あるいは遮
し

たことが考え

遺跡には、古墳

は既に削られ、

ます。濠が円

の内訳となり

半の時期に、

考えられます。

直径９～25ｍ

な前方後円墳

、そこに葬ら

考えられていま

に供えられた土

▲

河道Aは、調

流れていた河

ります。この

物遺体などが

事が施された

っています。

上層と中層の

に、高低差の

傾斜する溝に

路には、大木

余り、最大幅

施設は、奈良

並
なみ

・西ノ辻遺
に し の つ じ い

で見つかって

れていて、服

れていたこと

周囲から柱穴

た形象埴輪で

遮蔽
しゃへい

するため

られます。

墳が築かれて

、周りの濠だ

円形となる円

ります。調査

３～４基が

。 

ｍ、方墳は一

墳に比べて、

られたのは家

ます。 

土器や埴輪な

▲導水施設検出

調査地 

道で、

の旧河

が出土

た痕跡、

 

の間で

のある

によっ

木を半

幅0.6

良県の

遺跡
い せ き

な

ていま

服部遺

とを知

穴が見

である

めの塀

ていま

だけが

円墳９

査の結

が20年

一辺６

服部

家族の

など、

出風景



 

様々な

琴」や

といえ

この

木製の

の下か

見つか

り行わ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な遺物が出土

や19号墳の石

えます。 

のうち、やま

の組物に挟ま

からは、琴の

かっています

われた死者を

土しています

石見型盾形木
いわみがたたてがたも

まと琴は17号

まり、さかさ

の弦を支えて音

す。このよう

を葬る儀礼の

▲奈良時代の

す。17号墳出

木製品
くせいひん

はその

号墳（方墳）南

まの状態で出

音程を調整す

な出土状況か

の際に奏
かな

でられ

の掘立柱建物

▲古

出土の「やま

の代表的な遺

南辺の濠から

出土した他、

する琴柱
こ と じ

４点

から、古墳で

れた琴がその

・井戸検出風景

古墳検出平面図

７

まと

遺物

ら、

琴

点も

で執

の 

後、

古

儀式

２

奈

てい

に向

上層

鎌倉

奈

は堀
ほ

は、

×４

▲

景

図

6 

古墳の濠に

古墳から出土

式のあり方を

２ 奈良・平

奈良～平安時

います。この

向かって下降

層に形成され

倉時代以降の

奈良時代の遺

堀立柱建物
ほったてばしらたてもの

掘方
ほりかた

が60～

４間の規模の

▲古墳に供献さ

k１号墳、25

に転落したと

土する供献遺物

をうかがうこ

平安時代 

時代の遺構は

の地区では、

降していて、

れていました

の遺構も検出

遺構は中期、

物
の

と溝、土壙

～80㎝四方

の建物の他、

された土器・木

5号墳、右上か

▲やまと琴

と想像するこ

物からは、古

ことができます

は下流側のＣ、

古墳時代前期

奈良・平安時

た。また、更

出されています

後期に分類で

壙に限られま

方の方形で、多

３間×５間や

木器出土風景

から18号墳、

（17 号墳出土

とができます

古墳時代の埋

す。 

、Ｄ地区に集

期の遺構面が

時代の遺構は

にその上層に

す。 

でき、中期の

す。建物の
ち

多くを占める

や２間×３間

（左上から17

19号墳、５号

土のやまと琴と

す。 

埋葬の

集中し

が北側

はその

には、

の遺構

柱 穴
ちゅうけつ

る３間

間の規 

7号墳、

号墳） 

と琴柱



 

模の建

向き、

後期

置され

の地割
じ わ

ます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平安時

されて

方形か

代後期

景観は

約6

条里溝
じょうりみ

木製品

ます。

木簡
もっかん

、

格付け

まず

に出土

す。約

当時、

豪族に

 

 

 

 

 

 

 

建物も散見で

整然と建ち

期の建物には

れている建物

割方位
り ほ う い

と一致

 

時代の遺構か

ています。建

から円形にな

期の建物群と

は継承されて

60棟にもお

溝
みぞ

からは、須
す

品、金属製品

なかでも、

帯金具
おびかなぐ

、1

けるうえで、

ず、銅印はＤ

土したもので

約3.3㎝角の

このような

に限られてい

▲奈良時代

できますが、

ち並んでいま

は、条里溝
じょうりみぞ

と考

物が見つかっ

致し、現在の水

からは、掘立

建物は奈良時

なり、倉庫が

と同方位で、軒
の

ています。 

およぶ奈良～

須恵器
す え き

、土師
は じ

品など、多種

銅印や和同
わどうか

00点以上の

大きな手が

Ｄ地区の条里溝

で、奈良時代

印面に乙貞の

印鑑を所持し

いて、大変希

   

守 山
〒52

Ema

代の銅印（左）・

いずれの建物

す。 

考えられる溝

ています。条

水路の下から

柱建物や溝、

代と違って、

が主流となりま

軒
のき

を揃
そろ

えて整

～平安時代の

師器
じ き

、黒色土

にわたる遺物

開珎
かいちん

をはじめ

の墨
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

、

がかりとなりま

溝から帯金具

代末期のもの

の印影
いんえい

が刻ま

していたのは

希少な遺物とい

   

山 市 立
24-021 滋賀

ail ：maizob

・銅銭（右上）

物も南北方向

溝に沿う形で

条里溝は現水

ら見つかって

、井戸跡が検

、柱穴の掘方

ますが、奈良

整然と建ち並

の掘立柱建物

器、施釉陶器
せ ゆ う と う

物が出土して

めとする銅銭

硯
すずり

は集落を

ます。 

具や銅銭とと

のと考えられ

まれています

は、役所や寺院

いえます。

埋 蔵 文
賀県守山市服部

bunkazai@c

・帯金具（右

８

向に

で配

水田

てい

検出

方は

良時

並ぶ

物や

器
き

、

てい

銭、

を性

とも

れま

す。 

院、

帯

丸鞆
まると

時代

永寶
えいほ

そ

土師

み書

文字

物は

役所

約6

で定

があ

有す

れま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文 化 財 セ
部町2250番地

city.moriyam

律

に

山

ま

服

た

右下）

7 

帯金具は律 令
りつり

鞆
とも

とよばれる

代につくられ

寶
ほう

など、合計

その他、薄い

師器に文字が

書きできる人

字資料が多数

は、一般的な

所などの遺跡

60棟見つか

定められてい

ある「大安寺
だいあんじ

する荘 園
しょうえん

）」

ます。 

セ ン タ
地 TEL＆FA

ma.lg.jp 

律令制の行政区

に「郡
ぐん

」、さら

山市は、境川よ

ました。境川か

服部郷、明見郷
あ け み ご

たとされていま

令 官 人
ょうかんにん

が身

る部分が2点

れた和同開珎
わどうかいちん

計80枚を数え

い板に墨で文

が書かれてい

人が限られて

数出土してい

な集落から見

跡で多く出土

った掘立柱建

いた服部郷
はっとりごう

の

寺墾田
じこんでん

（奈良

に関連した

平成 29

ー 
AX 077(5

区画は、現在の

にその下に「

より南側が栗太

から日野川まで

郷
う

、邇保郷
に ぼ ご う

、篠
し

ます。 

につけた革帯
かわお

点出土していま

珎
ん

、萬年通寶
まんねんつうほう

、

えます。 

文字が書かれた

いる墨書土器、

ていた時代であ

います。このよ

見つかることは

土しています。

建物は、奈良

の役所、あるい

良の大寺院であ

集落ではなか

9（2017）年

585)4397 

の都道府県にあ

「里
り

（郷
ごう

）」が置

太郡、北側が野

での地域には、

篠原郷
しのはらごう

、山本郷
やまもとご

▲野洲

帯
おび

を飾るもの

ます。銅銭は

、神功開寶
じんぐうかいほう

、
り

た木簡や須恵

、硯など、字

あるのに反し

ような特徴的

は少なく、古

。このことか

良時代の行政

いは古文書に

あった大安寺

かったかと考

年 10 月発行

 

あたる「国」の

置かれました。

野洲郡に属して

三上郷
み か み ご う

、敷智
ふ ち ご

郷
ごう

、馬道郷
うまみちごう

があ

洲郡の郷の推定

ので、

は奈良

隆 平
りゅうへい

恵器や

字を読

して、

的な遺

古代の

から、

政区画

に記録

寺の所

考えら

の下

守

てい

智郷
ご う

、

あっ

定図


